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無線 ICタグとユビキタス・ネットワーク社会の展望
野 澤 正 徳



































TRON（The Real-time Operation System）な
どを組み込んだ技術・チップが，携帯電話，自
動車，家電など無数の製品に応用されている。













　1980 年代から，無線 IC タグは登場し，2 つ
の流れ，①タグ（荷札）としての開発，② IC カー
ドからの発展，を通じて利用が広がってきた 5）。











　日本の総務省は，2003 年 4 月から「ユビキ
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の検討を行い，8 月に中間報告，2004 年 3 月に
最終報告を発表した 6）。
　経済産業省でも，2003 年度（主に 2004 年 3



















































































































総務省では 2005 年 3 月から電波法を改正し，
無線 IC タグに割り当てる準備を進めている。
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展開する食品スーパー）は，2003 年 9 月 24 日











































数 1 週間当たり 1490 個。これに条件が類似し



















































　②実験の日程は，2003 年 8 月から 12 月まで，
RF タグ，アンテナ，制御機器，アプリケーシ









































































































































































　１）EPC global（旧 Auto-ID センター）























し，2005 年 1 月から 100 の納入業者に対し，






































































































ある。2001 年 11 月から JR 東日本で導入され
た Suica カード，2003 年 11 月から JR 西日本
で採用された ICOCA カードは，非接触式の











店舗も急速に拡大してきた（2003 年 12 月現在，
加盟店 3,400 店，ショッピング利用件数月間
160 万件）。携帯電話の第三世代への移行につ
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せることも可能になる（自動認識総合展，2004




























年，Auto-ID センターの RFID 実証実験に対
して，CASPIAN（Consumers Against Super-



































保護ガイドライン」を公表（2004 年 6 月 8 日）











































































































　日本では，経済産業省が，1 枚 5 円で販売で












ている UHF 帯（800 ～ 960MHz）は，日本で
は電波法の周波数割当ての下で携帯電話に割り
当てられていたため，使用ができなかった。





も，2005 年 3 月，UHF 帯 の う ち 950 ～



















































































































































































2004 年 3 月 30 日。
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会科学編』第 39 巻 2 号，2004 年 3 月，の続編で
ある。
 2 ）総務省編『平成 16 年版 情報通信白書―世界に広
がるユビキタス・ネットワーク社会の構築』






や電子政府の実現を目指す「平成 17 年度 重点
施策」および「平成 17 年度 ICT 政策大綱（ユ
ビキタスネット社会の実現へ向けて）」を，2004









く次世代 IT 戦略』岩波書店，2001 年 10 月 29
日
＊荒木久義・牧田幸裕『ユビキタス革命―日本
企業再生のカギ』日経 BP 企画，2002 年 3 月
11 日
＊坂村健『21 世紀日本の情報戦略』岩波書店，
2002 年 3 月 25 日
＊坂村健『ユビキタス・コンピュータ革命』角
川書店，2002 年 6 月 10 日
＊野村総合研究所『ユビキタス・ネットワーク
と新社会システム』野村総合研究所，2002 年




年 12 月 20 日
＊新美英樹『ここまできているモバイルマルチ
メディア』日経 BP 企画，2003 年 8 月 18 日
＊村井純『インターネットの不思議，探検隊！』




2003 年 11 月 10 日
＊國領二郎・日経デジタルコアトレーサビリティ
研究会『デジタル ID 革命』日本経済新聞社，
2004 年 1 月 23 日
＊坂村健『「ユビキタス社会」がやってきた－
NHK 人間講座』NHK，2004 年 2 月 1 日
＊『RFID ユーザーフォーラム Spring 2004』，
2004 年 3 月 16 日
＊総務省『ユビキタスネットワーク時代におけ
る電子タグの高度利活用に関する調査研究会』
最終報告，2004 年 3 月 30 日
　http://www.soumu.go.jp/s-news/2004/040330_6.
html
＊RFID テクノロジ編集部編『無線 IC タグのす
べて』日経 BP 社，2004 年 4 月 20 日
＊國領二郎『オープン・ソリューション社会の
構想』日本経済新聞社，2004 年 7 月 23 日
＊第 1 回 EPC RFID FORUM 配布資料，2004 年
7 月 26 日
　PDF 版 http://www.auto-id/news/n20040726/















 4 ） 野澤正徳『ユビキタス・ネットワーク社会―個
人の自立と協働への道―』前掲，参照。
 5 ） 安東一真（日経 BP 社 RFID テクノロジ・チー
フエディター）『現場で検証進むタグの基本性
能』，渡辺桂三『基礎から分かる無線 IC タグ』，
RFID テクノロジ編集部編『無線 IC タグのすべ
て』，27-42 ページに基づく。




 7 ） 経済産業省『電子タグ（IC タグ）の普及に向け
た日本の戦略』2004 年 7 月。
 http://www.slrc.kyushu-u.ac.jp/japanese/
information/workshop/workshop02.pdf
 8 ） 経済産業省『平成 16 年度電子タグ実証実験事業
の公募の結果について』2004 年 6 月 16 日。
　　http://www.meti.go.jp/information/data/
c40616bj.html
 9 ） 安東一真『現場で検証進むタグの基本性能』，渡
辺桂三『基礎から分かる無線 IC タグ』，前掲。
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前掲，『無線 IC タグのすべて』，48-55 ページ。
高橋晋（（株）マルエツ物流部長）『食品業界に
お け る RFID 実 証 実 験 』 前 掲， 第 1 回 EPC 




産業界における IC タグ実証実験』前掲，第 1 回













13） 栗原雅「『食の安全』を IC タグで証明」前掲，『無
線 IC タグのすべて』，56-57 ページ。
　　越塚登「ユビキタス ID の最新動向」『RFID ユー
ザーフォーラム Spring 2004』2004 年 3 月 16 日，
55-86 ページ。
14） 坂井宏（（財）流通システム開発センター専務理
事）『EPC global の概要と我が国の対応』EPC 
RFID FORUM 配布資料，3-22 ページ。
15） 統合型食品トレーサビリティ実験 http://www.
t-engine.org/news/pdf/TEP040623.pdf
16） 『ユビキタス ID センターとオート ID センターは
仲 良 し 』。MYCOM PC WEB ニ ュ ー ス，
2003/12/12。http ://pcweb.mycom.co . jp/
news/2003/12/12/10.html
17） 國領二郎『デジタル ID 革命』前掲。
18） （財）家電製品協会・（社）日本自動認識システ
ム協会・（株）富士総合研究所『家電業界におけ
る UHF 帯無線タグ実証実験』前掲，第 1 回
EPC RFID FORUM 配布資料，49-64 ページ。
19） （社）日本自動認識システム協会編『これでわかっ
た RFID』OHM，2003 年 9 月 10 日，90-92 ページ。
20） 朝日新聞ニュース（WEB）2004 年 8 月 21 日。












26） ISO 18000 のエアプロトコルは，IC タグが社会
に流出し，製品の全ライフサイ クルで，『ユビ
キタス』に使われることは想定されていないた





27） 「目標は 5 セント」前掲，『無線 IC タグのすべて』，
136-140 ページ。
28） 工藤一浩「無線 IC タグは印刷できるかー有機ト
ランジスタの現状と課題」前掲，『無線 IC タグ
のすべて』，141-143 ページ。
29） 野澤哲生『UHF 帯の無線タグ 日本での利用に
暗雲』日経エレクトロニクス，2004 年 10 月 11 日，
39 ページ。
30） 國領二郎『デジタル ID 革命』前掲，144-162 ペー
ジ，および，『オープン・ソリューション社会の
構想』前掲。
（2004 年 10 月 13 日受付）
（2005 年 1 月 14 日掲載決定）
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